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 前回は、相場は同じことが繰り返し繰り返しおきる。相場は同じことの繰り返しでしかないという

ことについてご説明しました。（3 月 15 日号のリポート参照）。 
 要するに、過去の相場における値巾が今後の相場に再現されることが多い…。 
それでは、こうした理論をもとにして、ここ人気の(5482)愛知製鋼の計算値を出してみます。 
まず考えられる第一点は、昨年 9 月安値 569 円から 10 月高値 792 円、この上げ巾の 223 円を直近
の安値である今年 2 月の 500 円に足した 723 円が計算値。この場合はすでに先週達成したことにな

ります。 
 次は、昨年 8 月高値 895 円から 9 月安値 569 円、この下げ巾の 326 円を今年 2 月安値の 500 円に

足すということも考えられます。というのは、昨年 8 月高値 895 円から 9 月安値 569 円は天井を打
った後の最初の下げ巾であるわけです。いわば重要な値巾…。 
 それだけに今後の相場において繰り返し出てくることが考えられるわけです。 
895 円から 569 円までの 326 円の下げ巾を今年 2 月安値の 500 円に足した 826 円が計算値。 
 このように過去の相場における値巾を今後の相場にあてはめるというのが計算値の出し方の一つ
だと覚えておいて下さい。 
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